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安全データシート（SDS） 

 

1 化学品及び会社情報  

製品名 超音波用ゼリーCG JELLY （ハードタイプ） 

会社名 キヤノンメメディカルシステムズ株式会社 

住所 神奈川県川崎市幸区柳町 70番 1号 

担当部門 ヘルスケア営業部 

電話番号 044-520-2430 

Fax番号 044-520-2681 

推奨用途、使用上の制限 超音波診断用ゼリー 

 

2 危険有害性の要約 

GHS分類  

 物理化学的危険性 情報なし 

 健康有害性  

特定標的臓器毒性（単回ばく露） 区分 1（中枢神経系、血液系） 

特定標的臓器毒性（反復ばく露） 区分 1（呼吸器、中枢神経系） 

 環境有害性 情報なし 

GHSラベル要素  

 絵表示 

 

 注意喚起語 危険 

 危険有害性情報 中枢神経系、血液系の障害 

長期にわたる又は反復ばく露による呼吸器、中枢神経系

の障害 

注意書き  

  安全対策 粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入し

ないこと。 

  応急処置 ばく露又はばく露の懸念がある場合は医師に連絡する

こと。 

4応急措置を見る。 

 

3 組成及び成分情報 

単一製品・混合物の区分 混合物 

化学名 親水性ポリマー溶液 

含有成分 増粘剤、保湿剤、pH調整剤、保存料 

官報公示整理番号 2-234 プロピレングリコール ≧１ 

6-898 アクリル酸重合物 ＜１ 

 

4 応急措置 

吸入した場合 新鮮な空気のある場所に移動する。必要ならば医師の

診断を受ける。 

皮膚に付着した場合 使用後は拭き取ること。皮膚刺激又は発疹等がある時

は、必要ならば医師の診断を受けること。 
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5 火災時の措置  

 

6 漏出時の措置  

人体に対する注意事項 必要に応じた換気を確保する。 

環境に対する注意事項 漏出物を直接に河川や下水等に流さない。 

除去方法 漏出した液は、ウエス、雑巾等に吸着させて回収する。 

二次災害の防止策 火気を速やかに取り除く。 

 

7 取扱い及び保管上の注意  

保管上の注意 火気及び熱源を避け、直射日光の当たらない、なるべく

涼しい場所に保管する。 

 

8 ばく露防止及び保護措置  

防具 必要に応じ保護具（手袋、眼鏡、マスク等）を着用する。 

許容濃度 設定されていない。 

 

9 物理的及び化学的性質  

外観 無色透明な粘性の液  

臭い わずかに原料臭を有する 

ｐＨ 弱酸性～中性 

 

10 安定性及び反応性  

 

11 有害性情報  

 製品の有害性情報 

 

  

眼に入った場合 清浄な水で眼を洗浄する。必要ならば眼科医の診断を

受ける。 

飲み込んだ場合 口をすすぐこと。必要ならば医師の診断を受ける。 

通常の取扱いでは、火災の危険性は極めて低い。一般的処置として記載する。 

適切な消火剤 粉末消化薬剤、水溶性液体用泡消火剤、二酸化炭素、

砂、霧状水等。 

消火方法 火元への燃焼源を断ち、適切な消火剤を使用して消化

する。 

消化を行う者の保護 消火活動の際には適切な保護具（手袋、眼鏡、マスク

等）を着用する。 

安定性 通常の使用で安定。 

危険有害な分解生成物 危険・有害な分解生成物はない。 

避けるべき条件 直射日光を避け冷暗所に保管する 

皮膚感作性試験 陰性（モルモット） 

皮膚一次刺激性試験 陰性（ウサギ） 

細胞毒性増殖阻害試験 陰性（コロニー形成法） 

細胞毒性（代） なし（OECD GD No.129） 

口腔粘膜刺激性（代） 無刺激性（EpiOcular EIT 法） 
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12 環境影響情報   

残留性・分解性 データなし 

生体蓄積性 データなし 

生態毒性 データなし 

 

13 廃棄上の注意  

廃棄においては、関連法規制ならびに地方自治体の基準に従うこと。 

都道府県知事などの許可を受けた産業廃棄物処理業者、または地方公共団体が廃棄物処理を

行っている場合はそこに委託して処理する。 

 

14 輸送上の注意  

輸送上の注意 容器を転倒、落下等粗暴な取り扱いをしない。 

国際規則 航空輸送は IATA及び海上輸送は IMDG の規則に従う。 

国連分類 分類基準に該当しない 

国連番号 なし 

国内規制 
陸上輸送 

消防法、労働安全衛生法に定められている

運送方法に従う。 

 
海上輸送 

船舶安全法に定められている運送方法に従

う。 

 航空輸送 航空法に定められている運送方法に従う。 

 

15 適用法令 

消防法 該当しない 

化学物質排出把握管理促進法 該当しない 

労働安全衛生法 表示通知対象物質 

2-234プロピレングリコール ≧１ 

6-898アクリル酸重合物 ＜１ 

（令和9年4月1日以後） 

毒物劇物取締法 該当しない 

 

16 その他の情報 

参考文献 

 

記載内容の問い合わせ先 ： キヤノンメディカルシステムズ株式会社 

TEL：044-520-2430  

FAX：044-520-2681 

 

【注意】本 SDS は、JIS Z 7253 に準拠し、作成時における入手可能な製品情報、有害性情報に基づいて作成して

いますが、必ずしも十分ではない可能性がありますので、取扱いにはご注意下さい。本 SDS の記載内容

については、新しい知見等がある場合には必要に応じて変更してください。また、注意事項等は通常の

取扱いを対象としたものですので、特別な取扱いをする場合には用途・条件に適した安全対策を実施の

上、お取扱い願います。 

成分の安全データシート 

厚生労働省 GHS 対応モデルラベル・モデル SDS情報 

NITE-CHRIP 

NITE-Gmiccs 


